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は４月下旬から５月上旬 「伊勢路紫」は４月下旬にそれぞれ定植することで、定植後の、

生育が良好となる。
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［背景・ねらい］

育成したサツキ新品種「伊勢小町 「伊勢路紅 「伊勢路紫」は５月上旬に開花するた」 」

め、４月下旬開花のツツジ類、５月下旬開花のサツキ（三重サツキ）との組み合わせによ

り、長期間花を楽しむことができ、今後の需要が期待できる。

そこで、サツキ新品種の安定生産を目的に、良質な苗が得られる挿し木時期と生育が良

好となる定植時期を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．伊勢小町は、８０％以上の高い発根率を得るため７月下旬～８月上旬に挿し木し、翌

年の４月下旬に堀上げる。８月下旬挿し木では、翌年５月下旬に掘り上げる。また、定

植後の生育が良好となる組み合わせは、８月上旬の挿し木苗を用い、翌年の５月下旬に

定植することである（図１ 。）

２．伊勢路紅は、８０％以上の高い発根率を得るため７月下旬～8月上旬に挿し木し、翌

年の５月上旬に堀上げる。また、定植後生育が良好となる組み合わせは、８月上旬の挿

し木苗を用い、翌年の４月下旬～５月上旬に定植するすることである（図２ 。）

３．伊勢路紫は、８０％以上の高い発根率を得るため７月下旬～８月上旬に挿し木し、翌

年の５月上旬に堀上げる。８月下旬挿し木では、翌年５月下旬に掘り上げる。また、定

植後生育が良好となる組み合わせは、８月上旬の挿し木苗を用い、翌年の４月下旬に定

植することである（図３ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．挿し木法は、現地で広く普及している地床密閉挿し法である。

２．挿し穂は、充実した当年枝を用いる。

３．サツキ新品種の増殖は、三重県と許諾契約が必要である。






